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目的

•観光地の医療を特色とする高野山を知る

•山中のへき地診療を知る

•すでに２年次で行った中国・チベット文化圏の医療と比較
（中国西北部の仏教と高野山は同系統に属する）



高野山へのルート

自治医大→東京→新大阪→大阪→新今宮（ＪＲ）

新今宮→高野山（南海電鉄）

約７時間



高野山の位置

華岡青洲の里
数学の天才・

岡潔の故郷









診療所の体制

•元病院（平成24年より診療所に規模縮小）

•常勤医師４名、非常勤医師７名
•看護師８名、看護助手２名、理学療法士１名、事務５名

•現在は訪問看護を中心とした福祉に重点

• ２次医療機関まで、約１時間
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診察だけなら100%可能

に、することを心がけている



日程（３日間）

8/1 午前：あいさつ回り。役場、教育委員会、消防署など。

午後：Dr.廣内

8/2 午前：事務および放射線検査

午後：訪問看護、観光客

8/3 午前：検査、エコー

午後：Dr.廣内



H27.高野山開創大法会（4.2～5.21）

•60万人が高野山に訪れる

• 人が来院

•とくに と が多い

89

外傷 循環器疾患





※申し訳ありませんが、

患者さんに気兼ねして

診療所の写真を

あまり撮れませんでした。



※プライバシーのために、

いろいろ語れない

現実をお許しください。



実習中

•患者さんに励まされること３回

•患者さんの廣内先生への個人的なお礼、数知れず

•住民どうし、下の名のあだ名を言えばだれか大体わかる



廣内幸雄先生（和歌山１期）

赴任以来36年、

高野山の医療を担当
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中尾学長が泊まった宿坊
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（参考）

仏教が根づく

場所での地域医療

（中国・青海省）
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1,000体の薬師如来像



地元産の薬草



２つの聖地の医療の共通点

•どちらもプライマリ・ケアを担当。重症患者は大病院へ

•何十年来、地域住民に愛される医療者

•規模は同等。両者ともに多彩な活動を展開

•仏教が篤く信仰される場所ならではの優しさ



２つの聖地の医療の相違点

•日本では、辺地でも訴えられる危険が存在

•チベットのほうが治安は圧倒的に悪い→ニーズに差？

•伝統医療と近代医療、その理念と実践の相違



最後に

「虚空尽き、衆生尽き、

涅槃尽きなば、我が願いも尽きん」

（弘法大師）

「虚空の果てるまで、衆生が涅槃を得るまで、

私は彼らの生存の原因となろう」

（寂天菩薩）
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